　
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和7年10月22日（水）　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：中野　円香
	赤坂
	中野
	佐藤
	藤原
	鳥谷部
	川守田
	菊地
	竹ヶ原
	熊谷
	田浦

	年
	○
	外来
	休
	欠
	準
	深
	年
	準
	○

	木村
(直)
	荒谷
	一戸
	橘
	大久保
	佐々木
	木村（誠）
	奥寺
	織田
	荒木田

	深
	○
	休
	○
	休
	○
	　深
	休
	○
	○

	久保
	ラダ
	エカ
	細海
	上野(由)
	
	
	
	
	

	○
	　○
	準
	　○
	業務
	
	
	
	
	



＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜入室状況＞
【入院】
・奥　孝子様～東B1（任意）
・森　心様～東B1（任意）

【転出】
・浅坂　智恵子様～東C6　→　南C202
・泉　沙耶様～　東B1　→　西B30
・長根　とし子様～東B1　→　西B26

【転入】
・松原　千積様～西B26　→　東B1


＜患者様連絡事項＞
・佐藤　良子様～身体状態不安定で酸素化不良である事から、小栁Dr.より長女様へ状態説明の連絡をし、当院で治療継続することに同意を得ている。（診療録参照）

・上野　淳子様～主治医面談実施日について主治医へ確認。感染症対策の観点から、面談は実施しない事、入院時から、治療内容は変わっておらず、老衰と。入院時の説明と同様に、看取り対応ができる施設への退院支援を進めて頂くように指示を受ける。

・川村　貞子様～エビリファイ持続性水懸筋注用300mg1キット筋注実施（右肩）
　　　　　　　　次回：R7.11.19予定。

・藪　真弓様～ゼプリオン水懸筋注150mg 1キット筋注実施（右肩）
　　　　　　　次回：R7.11.19予定。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。開放中、他室侵入や私物弄り早めに開放観察終了としている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時表情硬いも壁叩き等粗暴性や不穏さなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。気分高揚感目立たず。主治医来詰し肩拘束解除となる。本人の状態観察し必要時再度拘束可の指示あり。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。
					
＜柞木田Dr.診察＞
・石橋　佐太史様～西病棟への転出許可。ロナセンテープ80から40へ減量、ロドピン25から50ｍｇへ増量となる。

・上野　佑華様～西病棟への転出許可。外泊訓練進めていくように指示あり。本人へ説明し家族と折り合いが合う日決まったらスタッフへ伝えるように説明する。

・磯島　茜様～処方変更なし。月経来た際にスタッフへ伝えるように再度説明する。外出泊対応に
関する告知は来週診察時に告知予定。

・滝田　英人様～処方変更なし。診察時本人より胸部痛の訴えあり。胸痛時はこれまで通り12誘導心電図施行との指示あり。

・庭野　良広様～処方指示変更なし。
・和田　昌様～処方指示変更なし。
・佐々木　昭三様～指示変更なし。ハロペリドール漸減注意しインヴェガへ変更予定。ロナセンテープ追加処方となる。
＜深澤Dr診察＞
・藤井　崇史様～処方指示変更なし。
・飯田　修子様～処方指示変更なし。
・齋藤　恒男様～随伴症状ないが血圧高値持続している事報告、明日よりアムロジピン追加処方となる。
＜新入院患者様情報＞
①日　　時：令和7年10月22日　9：56
　氏　　名：奥　孝子様（おく　こうこ）様
　生年月日：昭和45年12月17日（54）
　病　　名：統合失調症
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dr.
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット
　
＜経過＞
　平成21年9月、不安感や過換気発作などを主訴に東八戸病院を受診。不安症状や、独語や命令
性や会話性の幻聴、被害妄想、注察感などが顕著であり、統合失調症と診断となり、薬物療法や精
神療法が継続されていた。令和2年11月に夫が急逝後は、三戸中央病院メンタルヘルス科へ転医
し加療を継続。令和3年2月4日、入院加療目的で紹介され、同日当院に入院。令和3年6月7日
退院し、グループホームわくわくの郷へ入所し、外来通院を継続していた。幻聴や強迫症状、心気、
不安感等が聞かれる事があり、都度、薬剤調整を行っていたが、今回、衣替えをきっかけに、幻聴
や幻臭などが顕著な状態が持続し、本人より、症状改善目的にて入院希望あり。9：56、東病棟B
ユニットへ任意入院となる。

②日　　時：令和7年10月22日　15：15
　氏　　名：森　心様（もり　こころ）様
　生年月日：平成18年8月29日（19）
　病　　名：適応障害
　性　　別：女性
　主 治 医：田名部Dr.
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット
　
＜経過＞
　R4.11.25初診。以降通院を継続していた。本日、こぎく荘職員と来院。10月17日に、親に
殺される夢をみて以降、気分が不安定となり、バイトも休んでいる。今月に入り、週1回程、
包丁を取り出して足や首に当てて止めるという事を繰り返すようになっていた。昨日は包丁を
足に2回落として軽傷を負っていた。親が自分の事しか考えていなくて、その言動に対するストレ
スが大きい現状がある。病棟見学したのち、本人から入院希望あり、15：15、東病棟Bユニットへ
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